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第２１章 山形県Ａ高等学校 
―地域及び周辺学校との連携― 

 
校長がビジョン形成と外部との連携に努め、教頭が校内組織をまとめるという両者の学

校内外におけるリーダーシップの発揮を特徴としている。キャリア教育の強化（インター

ンシップ就業体験学習、キャリア・カウンセリングの充実、外部講師の積極的活用等）や

地域・周辺学校との交流（部活動交流、老人福祉、社会福祉等の交流、ボランティア活動、

赤十字活動等）を活発化させることで生徒の自発性や積極性を促している。なかでも小学

校との連携授業「小学生へのパソコン教室」は、特色ある活動の一つとして特筆できる。 
 
１．調査の方法 
（１）調査時期 

調査訪問日：10 月 27 日（水曜日）13:00～ 第一日目 校長へのインタビュー 
10 月 29 日（金曜日）13:00～ 第二日目 教頭へのインタビュー 

校長・教頭インタビューをそれぞれ２時間ほどおこない、学校運営要項、研究集

録、その他資料収集した。特に、校長・教頭のリーダーシップ、地域及び周辺学校

との連携、県内初の総合学科としてのこれまでの取り組み、学校内部組織の活性化、

学校文化（教師文化）の改善等について話を聞いた。 
 

（２）収集資料 
学校要覧、パンフレット、校長による会議等の資料、小学校との協同学習実施報告

書、その他、会議資料等。 
 

２．学校の概要 
（１）沿革 
昭和２年の実家学校の開設をもって創立としている。昭和 23 年、新制高校として認可

される。以後、数度の学科改編を経て現在に至る。学校は市街地からやや離れ、周辺を農

地に囲まれた地域に立地している。全校生徒数 475 人、うち女子生徒の割合が 65％を占
める（平成 16 年度）。教職員数 58 人。 

 
（２）教育目標 
現在、キャリア教育のさらなる充実を目指している。マッチング的な進路指導を脱し、

体験的な学習やボランティア活動など、キャリア教育のなかの学びを重要視している。そ

のなかで教科教育の在り方や、カリキュラムにおける選択履修やガイダンス機能をさらに

改良していく。 
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（３）学校の内部組織 
校務分掌組織は、オーソドックスな体制をもっている。（校務分掌図参照）そのなかでも運

営委員会は、校務分掌組織のなかの核といえる。運営委員会は、各課や学年の代表そして

校長及び教頭で構成されるが、校内の意見集約や企画・立案が上げられて検討する場とし

て重要な位置を占めている。 
各先生は、各課と各学年にまたがるように所属する。例えば、一学年のホームルール担任

をもち、生徒課に所属する、というようなかたちである。若い教員であれば、経験のある

ベテラン教員でもある各課の課長と学年主任からいろいろな側面でアドバイスも受けるこ

とができる体制といえる。（この点については教頭のリーダーシップところでも触れる） 
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３．特記すべき調査結果 
（１）学校管理職のリーダーシップ 
１）校長のリーダーシップ―ビジョン形成と外部との連携づくり― 
校長がビジョン形成と外部との連携に努める。さらにキャリア教育に力を入れるために、

外部との連携を積極的に行っている。 
校長は、これまでのキャリア教育の捉え直しをしっかりとおこなうことを現在の中心的な

課題として認識している。すなわちマッチング的な進路指導から、体験的な学習としての

ボランティア体験やキャリア教育を進め、そのなかでの学びを重要視する。そして、その

なかで教科教育やカリキュラムを見直していく。またインターンシップなどの取り組みの

成果と課題を見直し、関係機関（行政・企業・地域の大学他、中学校や小学校）との連携

を今後ももっと密にしていく努力が必要であると指摘している。 
また、同様の課題を持つ高校での教頭経験も役立っている。 
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２）教頭のリーダーシップ―校内組織のとりまとめ― 
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校長によるビジョン形成と外部との連携・推進の一方で、教頭は校内組織をまとめ、意思

集約に努めている。A 高校は、県内でも若い教員が比較的多く配置されており、また、地
域との連携に興味・関心が高い教員が多い。教頭は、彼らの要望や希望にできるだけ沿う

かたちで対応し、彼らの自発性や主体性を尊重しながら、向付けと、支援を心がけている。 
校内組織では、運営委員会を特に重要視し、これを軸として校内の意見集約に努めている。

（前述、校務分掌組織図参照）教頭は、運営委員会から出る案はすべての教員に関わると

いう意味で重要であると指摘する。また、前述したように、すべての教員は各課と各学年

にまたがるように所属している。一人ひとりの教員を把握し、意思疎通できるように、ま

た連絡や伝達の経路をしっかりと確保する意味でも、運営委員会において各課と各学年の

長としっかり連携がとれていれば、学校全体として動きがとれるし、また学校全体の動き

を把握できる。 
前述したように、若い教員であれば、経験のあるベテラン教員でもある各課の課長と学年

主任からいろいろな側面でアドバイスも受けることができる体制といえる。教頭から見て、

若手教員を育てる組織の機能を確保する意味でも、運営委員会とそこに出席する各分掌の

長との連携を重要視している。 
 
（２）地域連携による総合学科高校としての特色のある教育活動 
A 高校は、地域連携に関して実に多様な活動をおこなっており、非常に大きな特色となっ
ている。（「地域との連携及び開かれた学校づくり事業一覧」参照）キャリア教育の強化と

して、インターンシップ就業体験学習、生徒の自発性の向上とキャリア・カウンセリング

の充実、外部講師の積極的活用などがある。また、地域・周辺学校との交流として、部活

動交流、老人福祉、社会福祉等の交流、ボランティア活動、赤十字活動などがある。これ

らを積極的におこなうことで、学校教育活動を活性化している。このうちの活動のなかに

は、授業活動として認められるものについては、これを積極的に認定していけるように取

り組んでいる。こういった地域との連携事業と、日頃の生徒の学習が結びつくことで、今

後の生徒のキャリア教育や進路選択に好影響を与えるようにと、そのつながりが構想され

ている。 
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例えば、インターンシップ（職業体験）は、一年生と二年生でそれぞれおこなっている。

インターンシップ担当の教員は、進路科に所属している教員である。当初は、希望する生

徒のみだったが、生徒自身にも教職員にも意義が強く認識されたことによって、生徒全員

がインターンシップをおこなうようになった。A 高校の中心的な取り組みといえる。評価
も高い。 
学校の合計約 90 社の地域企業・自営業等の協力を得て行っている。現在でも多くの関係
者の協力の中で実現されているが、今後の課題は、生徒の希望する全ての職種のインター

ンシップを用意することである。 
 

 
 
 
（３）小学生へのパソコン教室 
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１）ねらい 
「小学生へのパソコン教室」とは、A 高校生徒が近隣の小学校児童に直接、情報処理指導
を行うもので、科目「情報処理」の一環として、小学校との連携授業として行っている。

小学校側３、４年生の計３クラス、高校側工業・商業系 30 名が参加し、期間は２カ月間
10 時間を基本として行っている。高校生が小学生に教えるなかで、学ぶ意義や達成感を感
じ、また地域にも貢献している実感が、今後の学習の取り組みへの意欲を向上させること

がねらいである。 
 

 
 
２）内容とその評価 
他の活動も指摘できることであるが、この「小学生へのパソコン教室」でも実施後のアン

ケートを取るなど、事業そのものをきちんとフィードバックし、教育の効果や改善点を探

り、今後に活かしている。その意味で点検・評価もきちんとなされている。アンケート評

価を行ってさらに活動を充実させると共に、小学校側から「他に高校が貢献できることは

どんなことがあるか」などについて聞き取るなど、高校がどのようなかたちで地域（周辺

学校）に貢献できるのかを探求している。 
「小学生へのパソコン教室」主な内容 



第２１章 山形県Ａ高等学校 

 279 

 
 
 
 
 
「小学生へのパソコン教室」における生徒のアンケート結果 
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３）担当教員の資質・力量 
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「小学生へのパソコン教室」は、企業での勤務経験のある教員が企画し、彼を中心として

展開されている。連携への積極的で前向きな姿勢と、情報というハード面・ソフト面の知

識や技能が要求されるという条件から、この事業が実現できている主要因は、担当教員の

資質力量によるところが大きいといえるが、これまで述べてきたような地域連携とキャリ

ア教育という学校経営全体を支えるビジョンが、こういった事業を可能としていると思わ

れる。                               （加藤崇英） 
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